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サイエンスミュージアムネット
(S-Net)

• 国立科学博物館が運営す
る自然史標本データ共有
ネットワーク

• 博物館・研究所など100以
上機関

• 約739万件の標本等データ

• グローバルなデータベース
との共有

https://science-net.kahaku.go.jp/



S-Netの黎明期 (2005. 8)

http://web.archive.org/web/20050805232603/http://science-net.kahaku.go.jp/



S-Netデータポータルの立ち上げ
(2006. 8)

http://web.archive.org/web/20060810213111/http://science-net.kahaku.go.jp/





現在のシステム（2018.4〜）



S-Netのシステム更新

• 4年おきに実施

• 2013年度（運用：2014.4〜）

– マイナーアップデート

• 2017年度（運用：2018.4〜）

– システム見直し、大幅な機能追加
（項目追加・機関ごとの公開・パーマリンク・API等）

• 2021年度（運用：2022.4〜）

– マイナーアップデート

• 2025年度（運用：2026.4〜予定）

– システム見直し、画像公開機能追加を検討



2018年のS-Net研究会資料より

デジタルアーカイブの一般化・本格化
標本写真の公開・利用へのニーズ



S-Netを利用した画像公開に
向けて



標本画像データベースの構成要素

• 検索結果でのサムネイル表示

• 標本レコードから関連画像へのリンク

• 画像とその関連情報の表示

https://db.kahaku.go.jp/webmuseum/col_a3_07/NSMT-I-L_21855



標本画像データベースの構成要素

• 検索結果でのサムネイル表示

• 標本レコードから関連画像へのリンク

• 画像とその関連情報の表示

https://db.kahaku.go.jp/webmuseum/col_a3_07/NSMT-I-L_21855

画像とその関連情報を
どう保存しておくのか？



S-Net用の画像置き場を考える

• 参加館はS-Netに画像および関連情報を提出し、
S-Netのデータベースで管理・公開

– 自前のシステムが不要・バックアップとして有用

– 参加館のデータベースとの棲み分け

– データ受取や登録作業、保存容量のコスト

• 参加館は公開画像へのリンクと関連情報を
S-Netに提出し、S-Netは画像を持たない

– 現実的

– GBIF / ジャパンサーチと同様

– 館で画像公開できない場合対応不可



GBIFのギャラリー

https://www.gbif.org/ja/species/8225376



「画像の関連情報」とは？

• 画像を説明する情報
（画像ファイルのメタ
データ）

– 画像のタイトル・解説

– 撮影者・著作権者・利
用ライセンス

• S-Netとしては新規に
収集する情報

– 形式の検討も必要
https://www.gbif.org/ja/occurrence/4522766843



S-Netでのデータ共有
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S-Netのサポート（マニュアル類・変換ツール等）



S-Netがつなぐ世界
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S-Netは自然史系標本データの
「つなぎ役」（アグリゲーター）
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「画像関連情報」の標準を考える

生物多様性情報・デジタルアーカイブの両分野と複雑
な工程なく連携できる形式が必要



「つなぎ役」の多様性

ジャパンサーチへの道は一本ではない
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「画像関連情報」の標準？

生物多様性情報・デジタルアーカイブの両分野と複雑
な工程なく連携できる形式が必要

自然史系博物館分野における「おすすめ」の
データ整理方法を模索できないか？



画像関連情報の整理

• 汎用

– ダブリン・コア Dublin Core
• GBIF simple multimedia 形式

• 生物多様性情報

– オーディオビジュアル・コア Audiovisual Core
• TDWGによる標準（以前のAudubon Core）
• GBIF Audiovisual Media Description 形式

• デジタルアーカイブ

– ジャパンサーチデータベース定義

• ジャパンサーチへの登録項目

– IIIF（トリプルアイエフ）



IIIF（トリプルアイエフ）

国立科学博物館タイプ標本
データベース（IIIF対応）

https://type.kahaku.go.jp/TypeDB/detail?cls=diptera&pkey=diptera-000007

• ウェブ上での画像公開方
法の世界標準

– 画像・関連情報の公開方
法の統一化

– 公開・閲覧ソフトウェア

• 多くのデジタルアーカイブ
で採用

– どこのアーカイブの画像も
同じようにアクセス可能

• IIIF対応（予定）の博物館
データ公開システムも



S-NetはIIIFにどう向き合うか（考え中）

• IIIFはデジタルアーカイブにおける画像公開の標準で
あり推奨されるべき

• IIIFは画像のオープンな利用と強く関わるので、各館
の利用方針の一部として検討されるべき

• IIIFのデータ（API）項目は画像関連情報の整理にお
いて大いに参考にする

• S-Netでは独自のIIIFサポートを現時点で実施しない

– 博物館データ公開システムのIIIF公開機能

– ジャパンサーチのIIIF公開機能

• 必要なデータがきちんと流れていくことが重要



まとめ
• S-Netは、国内の自然史系標本データの標準化と公開を
推進し、公開総数は約780万件

• S-Netは、データポータル運営・マニュアルやツール類の
公開・変換作業支援などで、参加館の活動を支援

• 来年度に実施予定のS-Netシステム改修において、画像
公開のサポートを予定

• 画像の保存場所、関連情報の整理、機能の採用・不採
用、著作権・ライセンスなど、多くの課題がある

• 自然史系博物館分野における「おすすめ」のデータ整理
方法＝画像公開の考え方や具体的な方法を模索したい

自然史博物館の画像公開を考える：
実務とシステムの両面から
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